




























































































































































J小学校重寳暑 RC－・（46・7・…）1 1鰍害 （無被害）
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単さからはSB’dがよいようである。
　またこの図よりSB’値がO・6程度以下になると被害
が大きくなる傾向がみられる。
§4　結 び
　既存のRC造学校建築の耐震性を診断する耐震性判定
基準案の適合性を調べるために，十勝沖地震による被害
および無被害学校々舎について基準案を適用して耐震性
判定を行なった。その結果
　i）　第1次判定では今回の調査建物は学校建築特有な
一文字平面形のために，はり間方向には教室仕切壁が耐
震要素として十分であるのに対して，けた行方向にはほ
とんど壁が存在しないため被害校舎，無被害校舎いずれ
も不合格となり，1次判定のみでは耐震性判定は不可能
である。
　ii）既存の校舎で比較的古い建設年の建物では設計
図書がない場合が少なくない。
　この場合，第3次判定では略算による判定法が用意さ
れており，調査建物に適用して判定した結果は，ほぼ精
算判定に近い結果が得られ，略算に用いた仮定値の妥当
性が確められた。
　iii）第3次判定を略算で求めた場合の層保有せん断
強度係数SB’は次式で表わすとよい。
　　SB’＝β・Σ　SB　1＋2］SB　2＋ΣSB　3
　　β・一ΣSB　1／（Σ　SB　1＋Σ　SB　2＋ΣSB　3）
　SB’値と調査建物の被害状況からみてSB’がほぼ0．6
以下でとくに被害が大きくなる傾向がみられた。
1．5???
S
図4調査建物の各SB’値
?
　グラフ上の数値は建物番号で実線は無被害および被害
の比較的小さいもの，点線は被害のかなり大きいものを
示す。
　図4よりSB’値により被害程度をよく分離判別でき
るのは，SB’CおよびSB’dであることが分る。式の簡
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